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澁谷審議官によるブリーフィングの冒頭発言 

 

日時：平成 26 年 5 月 15 日（木）19 時 30 分～  

場所：内閣府本府庁舎 

 

14 日水曜日分であるが、朝、9 時半過ぎに始まり、10 時 50 分頃まで繊維、テキス

タイルについての議論があった。繊維については、12、13 日と分科会を行っており、

その結果を首席交渉官に報告という形のようだ。中身を詳しくお話しするのは難しい

が、繊維については、もともと原産地規則の議論で、繊維製品の取扱いについて大き

な対立があったことから、議論がずっと停滞していたということで、繊維だけに特化

した分科会を作って、主として原産地規則の話をずっとやってきた。思い起こせば、

日本が初めて交渉に参加した昨年のマレーシアの交渉会合の時に、繊維を分けるか否

かという話をしていたような感じがするが、8 月のブルネイ会合の時には繊維の分科

会があり、専属でずっと議論していたが、結論がなかなか出ないという状況だったよ

うだ。昨日の時点で結論が出ているわけではないが、昨日も話をしたが、原産地規則

というのは非常に時間がかかる分野。とはいえ、繊維は特別の分科会を作っても結論

が出ないのはいかがなものかということで、首席交渉官の方から、そろそろまとめに

かかれという指示が出たということである。繊維の分科会は原産地規則だけでなく、

税関協力であるとか、一部マーケットアクセスも含めて繊維製品に関わる諸々のこと

全部をやっている。要は、原産地のルール作りが中々決まらないので、そこから先の

議論、税関の具体的技術的な話を含めて全然進まないということがあり、繊維の原産

地のルール決めは、そろそろ結論を出せというような指示が下りたということである。 

その後、当初予定されていた時間割が全く変更され、昨日は環境などをやる予定が

飛んでしまい、11 時から 12 時 40 分まで、分野担当の交渉官を入れずに、首席交渉官

プラスノートテイカーくらいだけで議論をした。月曜日と火曜日にやった議論のおさ

らいである。月曜日と火曜日は、労働など色々議論したが、中々お互いにカードを握

りしめて埒が明かないので、月曜日と火曜日に議論した中身について思い切って整理

をしましょうということで、事務的に決着済み又はそれに近いとする論点、引き続き

議論しないといけない論点、閣僚の政治判断が必要な論点と 3 つに分類した。月曜日

と火曜日には、それ以外の課題も議論したようだが、各分野の諸論点について、３分

類のどれにあてはまるか整理をしたということのようだ。済みだとされた論点は事務

的な話が多いが、未解決の問題のうち、閣僚に上げるまでもない論点というのは、論

点ごとに担当を決めて、担当の国が責任を持ってその論点については終わらせる、と

いう割り振りをして決めようという話である。閣僚に上げる論点、こちらの方が多い

が、これはこれで整理をした。そういう整理をして、12 時 40 分で首席交渉官会合は

終え、あとは各国バイの会談をした。 

本日最終日は、まだ報告を受けていない。全体会合は終わったようだが、首席交渉

官同士のバイの会談を延々とやっているようだ。これについては、予定通りに明日ご

報告をしたい。 
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それから、並行してマーケットアクセスの二国間の協議を行っているわけだが、12

日は、日本は 3 カ国とマーケットアクセスのバイ交渉をやった。13 日も 3 か国、14

日は 2 か国、今日は 4 か国とやっており、まだやっている最中である。ただし、今日

は、4 か国のうち 2 か国は 2 回目である。12 日にやった 3 カ国のうち 2 か国と 2 回目

の協議を今日やっている。のべ 3 足す 3 足す 2 足す 2 なので、10 か国とマーケットア

クセスの協議をしたことになる。マーケットアクセスについては、中身を申し上げに

くいところがあるが、アメリカ以外の国とも、2 月のシンガポールの頃から事務的な

協議をずっとやっている国がいくつかある。一方、事務的な協議が本格的に今週始ま

ったという国もいくつかある。ちなみに、10 か国の中にはアメリカも入っている。日

米の協議はやらないと申し上げたが、大江・カトラーレベルのいわゆる重要品目がら

みのセンシティブな協議はやらないということ。事務方同士の会合であるので、また、

アメリカも重要品目以外の案件も当然あるので、事務的に処理できるものについて、

アメリカと協議したということ。昨日申し上げたが、来週 19、20 日と閣僚会合があり、

初日の午後からバイ会談を精力的にやり、その後、2 日目の昼前頃からまた全体会合

に入り、午後のどこかでプレスカンファレンスを多分することになると思う。 

シンガポールにおける甘利大臣のバイ会談のアポイントは昨日から取り始めてお

り、まだ埋まっていないが、いくつか既に決まったものがある。 

シンガポールの閣僚会合におけるプレス対応等については、最終日のご説明をする

ときと併せてお話ししたいと思うが、結論から言うと、前回とほぼ同じような流れに

なるのではないか。 

（以上） 


